Attention in early vision for the perception of figure direction by 我妻 伸彦
Attention in early vision for the perception
of figure direction
著者 我妻 伸彦
内容記述 Thesis (Ph. D. in Engineering)--University of
Tsukuba, (A), no. 4950, 2009.3.25
Includes bibliographical references (p.
96-105)
発行年 2009
URL http://hdl.handle.net/2241/111266
－ 308 －
我
わが
　妻
つま
　伸
のぶ
　彦
ひこ
（宮 城 県）
博　　士（工　　学）
博　甲　第　4950　号
平成 21 年３月 25 日
学位規則第 4 条第１項該当
システム情報工学研究科
Attention in early vision for the perception of figure direction
（初期視覚において注意が図方向知覚に果たす役割に関する研究）
氏　名（本籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件
審 査 研 究 科
学位論文題目
主　査　　筑波大学教授　　　　　　　工学博士 平　井　有　三
副　査　　筑波大学教授　　　　　　　工学博士 稲　垣　敏　之
副　査　　筑波大学教授　　　　　　　博士（工学） 福　井　幸　男
副　査　　筑波大学准教授　　　　　　Ph. D.（生体工学） 酒　井　　　宏
副　査　　理化学研究所・研究員　　　博士（工学） 杉　原　　　忠
【136】
論　文　の　内　容　の　要　旨
ヒトは膨大な視覚情報の中から最も重要なものを選択して見ている。これは視覚的注意と呼ばれ，情報を
取捨選択するための戦略である。本論文は，ヒトの注意機能を引き起こす皮質機構を明らかにすることを目
的としている。特に，空間的注意によって引き起こされる図地知覚の変調について，心理物理学的・計算論
的に研究した。まず，空間的注意によって生じる図方向知覚の変調について，心理物理実験によって検討した。
実験の結果は，刺激の図形的特徴とは独立に空間的注意が作用することを示した。次に，この注意変調を生
起する皮質メカニズムを明らかにするために，注意が作用する図方向検出モデルを生理学的知見に立脚して
提案した。具体的には，周辺変調に基づく初期視覚皮質 V1， V2 のモデルを構築し，これに心理物理実験と
同一の刺激を呈示してシミュレーションを行った。モデルはヒトの知覚と良い一致を見せた。これらの結果
は，初期視覚に作用する空間的注意によって図方向知覚が変調を受けていることを示す。具体的には，空間
的注意が V1 におけるコントラスト感度を局所的に上昇させ，強調されたコントラストが図方向判断を変調
させることが示された。
審　査　の　結　果　の　要　旨
本論文は，図地知覚に注意が作用する現象を心理物理学的に明らかにし，この現象を生起する皮質メカニ
ズムを計算論的研究によって明らかにしようとするものである。特に， border-ownership 選択性（BO）細胞
の反応が，周辺変調に基づいて局所輝度コントラストから決定することに着目した。空間的注意は初期視覚
の輝度コントラスト感度に作用することが知られている。この 2 つの知見から，注意はコントラストを強調
し，変調されたコントラストが図地知覚を変調するという仮説を提案した。この仮説を検討するために，注
意による図地知覚変調を心理物理学的に求め，生理学的に忠実な計算論的モデルによって皮質メカニズムを
検討した。特に，図地知覚の変調が図形的特徴に依存しないこと，初期視覚モデルがこの変調を再現するこ
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とを示した点に，新規性・有用性があると認められる。さらに本論文は，空間的注意が特徴に基づく注意と
独立に作用することを示した。このことは，空間的注意による図地知覚変調はコントラスト変調に基づくと
いう提案仮説を強く支持する。以上のように，本論文には新規性・有用性が認められ，さらに提案する仮説
を合理的な論理によって検証しているものと認められ，博士論文として十分な内容を擁していると判断でき
る。
よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
